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資料２



令和７年の指定野菜の需給・価格動向を見ると、前年（令和６年）９～１１月までの記録的な
高温や１１月の多雨が秋冬野菜（葉茎菜類）の播種時期と重なったことから育苗が厳しく、また、
年明けは雨が少なく、干ばつ気味となったことから３月まで多くの品目で高値が続いた。

例年であれば５月以降は西南暖地から東へ産地が移行し端境期となるが、今年は残量が多く
後続産地との出荷が重なったことから価格が下落した。夏場は特に果菜類で酷暑により花落ち、
着果不良が発生したほか、高冷産地でも猛暑の影響で出荷数量が伸びず、品薄感から価格は
高騰した。

需給業務課

令和7年の指定野菜の需給・価格動向



需給業務課

資料：農林水産省「青果物卸売市場調査」 
注：平年とは、過去５カ年（令和２年～６年）の旬別価格の平均値である。
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【令和７年緊急需給調整事業実施状況（１月～８月）】

実績なし
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【令和７年緊急需給調整事業実施状況（１月～８月）】

春はくさい 夏はくさい

実施旬 実施主体 数量（トン） 実施旬 実施主体 数量（トン）

6月中旬 全農茨城県本部 4.450 7月中旬 全農長野県本部 226.275

7月下旬 全農長野県本部 0.600
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夏秋レタス

実施旬 実施主体 数量（トン） 結球/非結球

6月中旬 全農群馬県本部 160.882 結球

全農長野県本部 0.600 結球

6月下旬 全農長野県本部 1010.270 結球

7月中旬 全農長野県本部 289.440 結球

全農長野県本部 68.800 非結球

7月下旬 全農長野県本部 0.400 結球

全農長野県本部 0.080 非結球

有限会社トップリバー 9.866 結球

【令和７年緊急需給調整事業実施状況（１月～８月）】
春レタス

実施旬 実施主体 数量（トン） 結球/非結球

4月下旬 全農福岡県本部 41.340 非結球

5月上旬 全農福岡県本部 104.039 非結球

5月中旬 全農福岡県本部 104.169 非結球

5月下旬 全農茨城県本部 6.000 結球

全農群馬県本部 128.673 結球

全農長野県本部 307.640 結球

全農福岡県本部 120.342 非結球
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